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〇会長挨拶　〇役員紹介

〇PTA役員研修会報告

P1

P2～P3

〇県広報紙コンクール審査結果
〇広島市大会・石川大会報告

P4

　これまでにない「問題提起型」の構成で、会場をユーチューブライブで配信するという新
たな取り組みだった。スローガンを「つなげる心」とし、子どもたちを中心に、子どもも大
人も一緒になって「いじめ」について考えることを目的とした大会で、大変参考になる取り
組みだった。子どもたちが日頃からの思いや考えを素直に発表し、自分たちができる取り組
みは何かを考え、それを大人がどのように受け止め、何ができるのかということを考えるい
い機会となった。高橋先生の進行によって子どもたちの素直な意見が徐々に引き出され、ま
た、その意見によって新たな意見が引き出されていく過程が見られた。また、いじめは早期
発見や防止に向けた具体的な取り組みが必要なのに、今の教育現場ではできていないという
ことも実感した。いじめを放置するのではなく、保護者、教職員、地域が一体となって協力し、
児童生徒が安心して学校生活を送れるようにということに強く共感した大会だった。

鳥取県内小学校 23 校、中学校 11 校の PTA より応募がありました。学校や地域との連携や企画性等工夫された広報紙が優秀作品として選ばれました。
小学校上位 6 校、中学校上位 4 校が第 47 回全国小・中学校 PTA 広報紙コンクールに出品されます。多数のご応募ありがとうございました。

感想：加賀市の取り組みは本当に素晴らしいと感じた。市長の理解も素晴らしかっ
た。教育予算を300%増やし、教育長が現場の声も大事にしながら、市をあげて
取り組んだ教育改革は、間違いなく今後の教育界のロールモデルとなるものだっ
た。
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部
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会　場：広島県立総合体育館
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第２分科会　子どもの豊かな学びを実現するために

感想：PTA の成り立ちの説明では、戦後の混乱の中速やかに PTA という組織を
作り上げていった先人たちのご苦労がうかがえた。その思いは規約にも盛り込ま
れ今日まで引き継がれているものの、サステナブルという観点では適宜アップ
デートの必要があり、なかなかバージョンアップしきれていないもどかしさも感
じた。
　しかしながら、パネリストの面々からは熱意をひしひしと感じ、時が流れても
変わらないもの＝「熱意」の存在抜きにしてサステナブルな PTA を語ることは
できないと感じる分科会であった。

特別第１分科会　サステナブルなPTA活動を構築するために

感想：保護者だけでなく学校の先生方にもぜひ聞いていただきたい内容だった。
探究学習は高校で盛んに行われているイメージがあるが、小中学校の段階から取り
入れ、カリキュラムの中で探究の方法に着目していけば、学年が上がるにつれて学
びがより濃厚なものになっていくのではないか。
　さらに、その過程で地域の人々と生徒をつなぐ「プラットフォーム」として、
PTA が役割を果たすことができれば、とても素晴らしい取り組みになると感じた。

全 体 会　能登の創造的復興と学びの環境

感想：全体の中で一番考えたのは、防災シミュレーションについてだった。
　現在各校で行われている避難訓練や引渡訓練の内容、子どもたちや保護者の姿
勢は、実際の災害時に正しく命を守ることができるものになっているのか。
　校内ではなく登下校中に災害が発生した場合、ひとりでいても状況に応じた判
断ができるのか。災害発生時に、引渡しを行うべきか、学校で預かるべきかの判
断基準の有無や、それが保護者に周知されているのか。
　命を守るためのシミュレーションに「考えすぎ」はないと思う。考えすぎるく
らいの想定をしてもなお足りない可能性があるのが実際の災害だと思うので、学
校だけでやりきれない部分はコミスクや地域の専門職の方から助言をもらうなど
しながら、より効果のある防災教育をしていけたらベストと感じた。

特別第2分科会　学校教育における防災の学び
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　将来の予測が困難な時代を生きる子どもたちに、保護者が
できることは何でしょう。大人が行動する姿を見せること・
ともに学ぶことではないか、と考えます。今の子どもたちに
は「変化に対応する柔軟性」が求められており、これは大人も

同様です。柔軟な考えを生み出すには、新しい出会
い・環境・情報が不可欠ではないでしょうか。
　鳥取県PTA協議会では、子どものさまざまな課題
に対して、意見や情報を交換し学ぶことのできる場づ
くりをしています。複雑に変化する子どもの環境を知
り、子どもの成長を見守り、家庭と学校・地域が信頼関
係を築きながら協働する活動を広げていけたらと思い
ます。

　横に広い鳥取県。地域ごとに異なる背景やニーズがあり、
学校の数だけPTAの多様性があります。各単位PTAごとに
答えがあり、その答えはひとつではなくカラフルです。県全
体のPTA交流は、そんなカラフルなアイデアや活動を吸収で
きること、子どもと一緒に親も成長できることが醍醐味。学
校最大の応援団として、子どもの笑顔を広げる地域・世代を
越えた連携にもつながります。
　今年度のスローガン、「つながろう・楽しもう・ともに成長
しよう！」の拠点として保護者のみなさま、先生方々と笑顔

あふれる活動ができるよう役員一同力を合わせて取
り組んでいく所存です。今後ともご協力のほど何卒

よろしくお願いいたします。

いつも子どもの笑顔とともに
～Power of Parents and Teachers～
つながろう・楽しもう・ともに成長しよう！

スローガン

国立大学法人上越教育大学大学院　教授
いじめ・生徒指導研究研修センター長 講　師：高橋　知己 氏

　「サステナブルな未来づくりのために」～創造と協働を　石川から～の大
会スローガンのもと全国各地から 5,000 人が集まり、開催された。被災地、
石川県だからできること、石川県で開催することの意義を大切に、大会を作
り上げてこられた大会実行委員の皆さんの想いの詰まった大会だった。学校
での子どもの学び方、家庭での保護者の子どもに対する接し方、人権に対す
る意識高揚、防災教育・地域連携、求められる PTA 活動など、どの分科会
も魅力あるものだった。また、8会場をインターネット回線で繋いだバーチャ
ル全体会では、学習環境の魅力化あってこその復興ということから、子ども
の創造的な学習環境構築の重要性を示唆された、大変参考になる内容だった。

日時：令和７年8月22日(金)～8月23日(土)

参加報告

参加報告石 川 大 会

（総務副委員長）
副会長

（研修副委員長）
副会長

講師_浅野大介副知事講師_浅野大介副知事

監事　新和賢監事　新和賢

東部ブロック代表理事
清水友揮

東部ブロック代表理事
清水友揮
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内容：PTA について悩んでいること、困っていることなどを情報
交換し、経験者の意見も参考にしながら、参加者で一緒に話し合
いました。

・分科会が、堅苦しくない雰囲気で参加しやすかったです。他校の取り組みや問題を知ることができて良い経験になりました。
・PTA会長、副会長さんという同じ立場の方々の話を聞くことができて参考になることがたくさんありました。まずは自分ので

きることからやっていけたらと思うことができました。
・普段会わない方々の意見を交換、共有できることは新鮮でした。 与えられた「役」として、楽しみを見つけていければと思い

ました。
・エネルギッシュなファシリテートでPTA会長さんみなさん元気になられたと思います。今後もよろしくお願いします。（校長先生） 

今後の研修会について今後の研修会について
・今回のようなテーマを続けていってほしいです。
・オンライン参加も可能としてほしいです。家を留守にしにくいご家庭も参加しやすくなると思います。 
・PTAのあり方について。なくなっている県などもあるが、PTAの役割が重要視されていない中で今後どのような活動が学

校のためになるのかという所が知りたい。

感　想感　想
・特に会長の話がよかったのでもっと多くの方に聞いていただきたいです。
・普段聞くことの無い、他校の状況がわかり良かった。
・自分自身PTA役員をかなり気負っていたのですが、皆さん楽しそうにされていたのが驚きました。
  自分も役員をやっていく上でもう少し気楽に楽しんでやれるくらいになろうと思いました。 
・参加させていただいて、だいたいの PTA の悩みは同じだということ。
・解決策がない実感について、改めて永遠の課題だと感じました。 
・今はやれる事をやっていく。 
・熱量の押し付けはしない事を肝に銘じて、頑張っていきたいと思いました。 

今後の研修会について今後の研修会について
・発達支援についてみんなで理解を深める研修があればいいなと思います。 
・毎年の新任役員さん向けで、今回と同じテーマがいいと思いました。
・今回のような新人向けの研修をお願いしたいです。

感　想感　想
・とても良い研修会でした。小学校単位で開催していただきたいと思うくらいでした。 
・本音での意見をもう少し言える時間があったらよかったと思います。 
・前半身体を使ってコミュニケーションが学べ、とても楽しかった。後半も新しい進行の形が斬新で取り入れたいと思った。 
・研修前半について、コミュニケーション不足の解消について、もっと具体的、実践的な手法、知識を講義していただきたい

と思いました。
・自分が感じていたことが少数派かな？と思っていましたが同じように思い、悩んでいる方がおられることで安心しました。
・適度な多様性が許されていて、何でも聞いてもらえる雰囲気が良かった。

今後の研修会について今後の研修会について
・行政を交えた会はよかったと思います。
・講演会も良いですが、参加者同士の交流や分科会に時間を割いて欲しいです。
・今日みたいにグループで活動したり、意見交換できる時間がたくさん欲しい。

鳥取県青少年健全育成条例が改正されました鳥取県青少年健全育成条例が改正されました
令和7年4月の条例改正により、保護者の皆様に、青少年にSNSの適切
な利用方法等を習得させること、ペアレンタルコントロールを強化する
ことの努力義務が追加されました。更に令和７年８月には、生成AIなど
によって実在する青少年の実写と見紛う児童ポルノ等を作成した場合、
５万円以下の過料、氏名等の公表の措置が追加されました。

保護者、学校関係者及び関係団体は
青少年（18歳未満の子ども）がＳＮＳを利用する際、個人情報の漏えい、いじ
め、誹謗中傷、性的な被害等に遭わないよう、ＳＮＳの適切な利用方法を指導し
ていただくようお願いします。

＊＊＊　青少年SNS・ネット悩みごと相談窓口　＊＊＊
鳥取県庁　家庭支援課　　
電話 0857-26-7798　（月～金13時～17時）※祝日、年末年始休み
メール　seishounensoudan@pref.tottori.lg.jp　➡

保護者は
　次に掲げる事項について、青少年の権利を尊重しつつ、ペアレンタルコントロール(※)
を適切に実施してください。
●いわゆる闇バイトを募集する広告やオンラインカジノなどに誘引する有害情報の閲覧
　および視聴を防止すること
●ＳＮＳアプリについて、保護者が同意したものに限り利用できるようにすること

（※）ペアレンタルコントロールとは・・・
　「あんしんフィルター」などの青少年有害情報
フィルタリングサービスを利用すること等により、
有害サイトへのアクセスや利用できるアプリ、
スマートフォンの利用時間を制限すること　　 条例改正の詳細

令和7年4月

ファシリテータ：玉野　良次　鳥取県 PTA 協議会　副会長
アドバイザー：髙尾　裕子　鳥取県 PTA 協議会　元会長

ファシリテータ：髙尾　裕子　鳥取県 PTA 協議会　元会長

アドバイザー ：山増　博通　鳥取県 PTA 協議会　元副会長

ファシリテータ：松下　裕子 氏　学校法人聖心幼稚園園長

ファシリテータ：足羽　智史 氏   鳥取県教育委員会事務局社会教育課生涯学習担当　社会教育主事

アドバイザー：足羽　あすか　南部町立西伯小学校 PTA 副会長

　　　　　　　  山本　祐子　　鳥取県 PTA 協議会 会長

令和 7 年
７月12日（土）13：30～16：30

鳥取市国府町コミュニティセンター

【全体会】

【全体会】

●施策説明 鳥取県教育委員会　東部教育局
社会教育担当　社会教育主事兼指導主事

山根　聡 氏

●鳥取県PTA協議会について
鳥取県PTA協議会会長

山本　祐子
●各連合会の取り組みについて

各連合会代表者

中部
会場
中部
会場

西部
会場
西部
会場

内容：「はじめて役員になったけど…」「他の PTA はどうし
てる？」「子どもの悩みがつきない」。新人役員からベテラ
ン役員まで、中部小中学校の PTA 会員で情報交換をして、
今後の活動のヒントを探してみましょう。

研修会　楽しく活動するためのPTA戦略

令和 7 年
７月12日（土）10：00～12：00

倉吉体育文化会館　大研修室

●施策説明
鳥取県教育委員会　中部教育局
社会教育担当係長兼社会教育主事

山下　孝治 氏

内容：コミュニケーションゲームを通して、楽しい雰囲気の中で、仲間と
一緒に“かかわり方”を学びましょう。また、コミュニケーションに必要
な“気付く力”の大切さを共有しましょう。

内容：家庭・学校・地域そしてPTA、ぶっちゃけみんなどう思ってる？！
スマホ（匿名）で正直な気持ちを伝えよう！そしてみんなで考えよう！

研修会　前半　楽しくコミュニケーションを学ぼう
　　　　　　　～心と体をほぐしながら～

研修会　後半　デジタルツールを活用した全員参加型の意見交換会

令和 7 年
７月6日（日）13：30～16：30

米子産業体育館　小体育館

研修会を開催しました！研修会を開催しました！ 家庭・学校・地域をつなぐ重要な組織であるPTAの役員を対象に、様々な課題を共有しPTA活動のコツについて学ぶ大変充実した研修
会となりました。東・中・西部地区会場で、たくさんの方に参加していただき、ありがとうございました。

研修会　PTAについて

日時

場所

日時

場所

日時

場所

ファシリテータ：西土井めぐみ　鳥取県 PTA 協議会　元副会長
アドバイザー：山本　祐子　　鳥取県 PTA 協議会　会長

A 会場

B 会場

PTA役員PTA役員
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東部
会場
東部
会場

感　想感　想

内容：PTA について悩んでいること、困っていることなどを情報
交換し、経験者の意見も参考にしながら、参加者で一緒に話し合
いました。

・分科会が、堅苦しくない雰囲気で参加しやすかったです。他校の取り組みや問題を知ることができて良い経験になりました。
・PTA会長、副会長さんという同じ立場の方々の話を聞くことができて参考になることがたくさんありました。まずは自分ので

きることからやっていけたらと思うことができました。
・普段会わない方々の意見を交換、共有できることは新鮮でした。 与えられた「役」として、楽しみを見つけていければと思い

ました。
・エネルギッシュなファシリテートでPTA会長さんみなさん元気になられたと思います。今後もよろしくお願いします。（校長先生） 

今後の研修会について今後の研修会について
・今回のようなテーマを続けていってほしいです。
・オンライン参加も可能としてほしいです。家を留守にしにくいご家庭も参加しやすくなると思います。 
・PTAのあり方について。なくなっている県などもあるが、PTAの役割が重要視されていない中で今後どのような活動が学

校のためになるのかという所が知りたい。

感　想感　想
・特に会長の話がよかったのでもっと多くの方に聞いていただきたいです。
・普段聞くことの無い、他校の状況がわかり良かった。
・自分自身PTA役員をかなり気負っていたのですが、皆さん楽しそうにされていたのが驚きました。
  自分も役員をやっていく上でもう少し気楽に楽しんでやれるくらいになろうと思いました。 
・参加させていただいて、だいたいの PTA の悩みは同じだということ。
・解決策がない実感について、改めて永遠の課題だと感じました。 
・今はやれる事をやっていく。 
・熱量の押し付けはしない事を肝に銘じて、頑張っていきたいと思いました。 

今後の研修会について今後の研修会について
・発達支援についてみんなで理解を深める研修があればいいなと思います。 
・毎年の新任役員さん向けで、今回と同じテーマがいいと思いました。
・今回のような新人向けの研修をお願いしたいです。

感　想感　想
・とても良い研修会でした。小学校単位で開催していただきたいと思うくらいでした。 
・本音での意見をもう少し言える時間があったらよかったと思います。 
・前半身体を使ってコミュニケーションが学べ、とても楽しかった。後半も新しい進行の形が斬新で取り入れたいと思った。 
・研修前半について、コミュニケーション不足の解消について、もっと具体的、実践的な手法、知識を講義していただきたい

と思いました。
・自分が感じていたことが少数派かな？と思っていましたが同じように思い、悩んでいる方がおられることで安心しました。
・適度な多様性が許されていて、何でも聞いてもらえる雰囲気が良かった。

今後の研修会について今後の研修会について
・行政を交えた会はよかったと思います。
・講演会も良いですが、参加者同士の交流や分科会に時間を割いて欲しいです。
・今日みたいにグループで活動したり、意見交換できる時間がたくさん欲しい。

鳥取県青少年健全育成条例が改正されました鳥取県青少年健全育成条例が改正されました
令和7年4月の条例改正により、保護者の皆様に、青少年にSNSの適切
な利用方法等を習得させること、ペアレンタルコントロールを強化する
ことの努力義務が追加されました。更に令和７年８月には、生成AIなど
によって実在する青少年の実写と見紛う児童ポルノ等を作成した場合、
５万円以下の過料、氏名等の公表の措置が追加されました。

保護者、学校関係者及び関係団体は
青少年（18歳未満の子ども）がＳＮＳを利用する際、個人情報の漏えい、いじ
め、誹謗中傷、性的な被害等に遭わないよう、ＳＮＳの適切な利用方法を指導し
ていただくようお願いします。

＊＊＊　青少年SNS・ネット悩みごと相談窓口　＊＊＊
鳥取県庁　家庭支援課　　
電話 0857-26-7798　（月～金13時～17時）※祝日、年末年始休み
メール　seishounensoudan@pref.tottori.lg.jp　➡

保護者は
　次に掲げる事項について、青少年の権利を尊重しつつ、ペアレンタルコントロール(※)
を適切に実施してください。
●いわゆる闇バイトを募集する広告やオンラインカジノなどに誘引する有害情報の閲覧
　および視聴を防止すること
●ＳＮＳアプリについて、保護者が同意したものに限り利用できるようにすること

（※）ペアレンタルコントロールとは・・・
　「あんしんフィルター」などの青少年有害情報
フィルタリングサービスを利用すること等により、
有害サイトへのアクセスや利用できるアプリ、
スマートフォンの利用時間を制限すること　　 条例改正の詳細

令和7年4月

ファシリテータ：玉野　良次　鳥取県 PTA 協議会　副会長
アドバイザー：髙尾　裕子　鳥取県 PTA 協議会　元会長

ファシリテータ：髙尾　裕子　鳥取県 PTA 協議会　元会長

アドバイザー ：山増　博通　鳥取県 PTA 協議会　元副会長

ファシリテータ：松下　裕子 氏　学校法人聖心幼稚園園長

ファシリテータ：足羽　智史 氏   鳥取県教育委員会事務局社会教育課生涯学習担当　社会教育主事

アドバイザー：足羽　あすか　南部町立西伯小学校 PTA 副会長

　　　　　　　  山本　祐子　　鳥取県 PTA 協議会 会長

令和 7 年
７月12日（土）13：30～16：30

鳥取市国府町コミュニティセンター

【全体会】

【全体会】

●施策説明 鳥取県教育委員会　東部教育局
社会教育担当　社会教育主事兼指導主事

山根　聡 氏

●鳥取県PTA協議会について
鳥取県PTA協議会会長

山本　祐子
●各連合会の取り組みについて

各連合会代表者

中部
会場
中部
会場

西部
会場
西部
会場

内容：「はじめて役員になったけど…」「他の PTA はどうし
てる？」「子どもの悩みがつきない」。新人役員からベテラ
ン役員まで、中部小中学校の PTA 会員で情報交換をして、
今後の活動のヒントを探してみましょう。

研修会　楽しく活動するためのPTA戦略

令和 7 年
７月12日（土）10：00～12：00

倉吉体育文化会館　大研修室

●施策説明
鳥取県教育委員会　中部教育局
社会教育担当係長兼社会教育主事

山下　孝治 氏

内容：コミュニケーションゲームを通して、楽しい雰囲気の中で、仲間と
一緒に“かかわり方”を学びましょう。また、コミュニケーションに必要
な“気付く力”の大切さを共有しましょう。

内容：家庭・学校・地域そしてPTA、ぶっちゃけみんなどう思ってる？！
スマホ（匿名）で正直な気持ちを伝えよう！そしてみんなで考えよう！

研修会　前半　楽しくコミュニケーションを学ぼう
　　　　　　　～心と体をほぐしながら～

研修会　後半　デジタルツールを活用した全員参加型の意見交換会

令和 7 年
７月6日（日）13：30～16：30

米子産業体育館　小体育館

研修会を開催しました！研修会を開催しました！ 家庭・学校・地域をつなぐ重要な組織であるPTAの役員を対象に、様々な課題を共有しPTA活動のコツについて学ぶ大変充実した研修
会となりました。東・中・西部地区会場で、たくさんの方に参加していただき、ありがとうございました。

研修会　PTAについて

日時

場所

日時

場所

日時

場所

ファシリテータ：西土井めぐみ　鳥取県 PTA 協議会　元副会長
アドバイザー：山本　祐子　　鳥取県 PTA 協議会　会長

A 会場

B 会場

PTA役員PTA役員
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令和7年度　鳥取県ＰＴＡ協議会　役員

鳥取県PTA協議会鳥取県PTA協議会鳥取県PTA協議会鳥取県PTA協議会

役　職　　　　 氏　名
米子市小中学校ＰTA 連合会

（福生中学校）

鳥取市小学校ＰTA 連合会
（久松小学校）

東伯郡小学校ＰTA 連合会
（北条小学校）

米子市小中学校ＰTA 連合会
（弓ヶ浜小学校）

鳥取県小学校長会会長
（日進小学校）

鳥取県中学校長会会長
（鳥取東中学校）

八頭郡小中学校ＰTA 連合会
（郡家東小学校）

岩美郡小中学校ＰTA 連合会
（岩美中学校）

倉吉市中学校ＰTA 連合会
（鴨川中学校）

東伯郡中学校ＰTA 連合会
（東伯中学校）

西伯郡中学校ＰTA 連合会
（中山中学校）

西伯郡小学校ＰTA 連合会
（会見小学校）

鳥取市小学校ＰTA 連合会
（末恒小学校）

鳥取市中学校ＰTA 連合会
（中ノ郷中学校）

岩美郡小中学校ＰTA 連合会
（岩美北小学校）

八頭郡小中学校ＰTA 連合会
（智頭中学校）

倉吉市小学校ＰTA 連合会
（社小学校）

倉吉市中学校ＰTA 連合会
（倉吉東中学校）

東伯郡小学校ＰTA 連合会
（大栄小学校）

東伯郡中学校ＰTA 連合会
（三朝中学校）

米子市小中学校ＰTA 連合会
（福生西小学校）

米子市小中学校ＰTA 連合会
（福米中学校）

境港市小学校ＰTA 連合会
（境小学校）

境港市中学校ＰTA 連合会
（第二中学校）

西伯郡小学校ＰTA 連合会
（西伯小学校）

西伯郡中学校ＰTA 連合会
（大山中学校）

鳥取市小学校ＰTA 連合会
（若葉台小学校）

倉吉市小学校ＰTA 連合会
（上北条小学校）

境港市中学校ＰTA 連合会
（第二中学校）

所　属 役　職　　　  氏　名 所　属

事務局長 事務局員 山本　桂

令和6年度　鳥取県PTA広報紙コンクール審査結果令和6年度　鳥取県PTA広報紙コンクール審査結果

  広 報 紙 名
茶臼山プレス
みどりの広場
けやき
かがやき
こやま
ひろば
美保
おうさか

表彰区分

金　賞

銀　賞

銅　賞

努力賞

表彰区分
金　賞
銀　賞
銅　賞
努力賞

徳田めぐみ

教 育 長 賞
小学校の部
中学校の部

小学校の部
中学校の部

小学校の部

中学校の部

米子市
東伯郡

県ＰＴＡ会長賞
鳥取市
米子市

新日本海新聞社賞
米子市

西伯郡

明道小学校 めいどう
北条中学校 ＰＴＡ会報

若葉台小学校 カリヨンのひびき
福生中学校 生泉

福米東小学校 松　風

法勝寺中学校 せせらぎ

山本　祐子

玉野　良次

津島　　望

藤原　実男

岡本　修典

吉田祐一郎

清水　友揮

松本　邦裕

山元　悟司

保田　三奈

田中　亜未

内田　恭雅

淺見　　豊

武内　稔衛

前田　百香

会　長

副会長

副会長

副会長

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

理　事

監　事

監　事

監　事

林　健太郎

西村　応輝

石賀　香織

津川　大樹

森田登志恵

田部　一成

常松　契一

花本　智志

松篠　　利

都田　沙希

山根　克浩

森本　千恵

福田　明菜

新和　　賢

ブロック副代表理事

ブロック代表理事
（広報委員長）

ブロック副代表理事
（広報副委員長）

ブロック代表理事
（総務委員長）

ブロック副代表理事

ブロック代表理事
（研修委員長）

編集・発行　鳥取県PTA協議会
事務局
〒680-0846  鳥取市扇町21
県民ふれあい会館内
TEL:0857-21-2285
FAX:0857-21-0906
E-mail:tori-pta@gamma.ocn.ne.jp
https://tottori-pta.net/

このロゴマークは元八橋小PTAの中本優紀さんのデザインによるものです

令和7年11月1日

94号

〇会長挨拶　〇役員紹介

〇PTA役員研修会報告

P1

P2～P3

〇県広報紙コンクール審査結果
〇広島市大会・石川大会報告

P4

　これまでにない「問題提起型」の構成で、会場をユーチューブライブで配信するという新
たな取り組みだった。スローガンを「つなげる心」とし、子どもたちを中心に、子どもも大
人も一緒になって「いじめ」について考えることを目的とした大会で、大変参考になる取り
組みだった。子どもたちが日頃からの思いや考えを素直に発表し、自分たちができる取り組
みは何かを考え、それを大人がどのように受け止め、何ができるのかということを考えるい
い機会となった。高橋先生の進行によって子どもたちの素直な意見が徐々に引き出され、ま
た、その意見によって新たな意見が引き出されていく過程が見られた。また、いじめは早期
発見や防止に向けた具体的な取り組みが必要なのに、今の教育現場ではできていないという
ことも実感した。いじめを放置するのではなく、保護者、教職員、地域が一体となって協力し、
児童生徒が安心して学校生活を送れるようにということに強く共感した大会だった。

鳥取県内小学校 23 校、中学校 11 校の PTA より応募がありました。学校や地域との連携や企画性等工夫された広報紙が優秀作品として選ばれました。
小学校上位 6 校、中学校上位 4 校が第 47 回全国小・中学校 PTA 広報紙コンクールに出品されます。多数のご応募ありがとうございました。

感想：加賀市の取り組みは本当に素晴らしいと感じた。市長の理解も素晴らしかっ
た。教育予算を300%増やし、教育長が現場の声も大事にしながら、市をあげて
取り組んだ教育改革は、間違いなく今後の教育界のロールモデルとなるものだっ
た。

小
学
校
の
部

中
学
校
の
部
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「いじめ防止プロジェクト  つなげる心」「いじめ防止プロジェクト  つなげる心」

第２分科会　子どもの豊かな学びを実現するために

感想：PTA の成り立ちの説明では、戦後の混乱の中速やかに PTA という組織を
作り上げていった先人たちのご苦労がうかがえた。その思いは規約にも盛り込ま
れ今日まで引き継がれているものの、サステナブルという観点では適宜アップ
デートの必要があり、なかなかバージョンアップしきれていないもどかしさも感
じた。
　しかしながら、パネリストの面々からは熱意をひしひしと感じ、時が流れても
変わらないもの＝「熱意」の存在抜きにしてサステナブルな PTA を語ることは
できないと感じる分科会であった。

特別第１分科会　サステナブルなPTA活動を構築するために

感想：保護者だけでなく学校の先生方にもぜひ聞いていただきたい内容だった。
探究学習は高校で盛んに行われているイメージがあるが、小中学校の段階から取り
入れ、カリキュラムの中で探究の方法に着目していけば、学年が上がるにつれて学
びがより濃厚なものになっていくのではないか。
　さらに、その過程で地域の人々と生徒をつなぐ「プラットフォーム」として、
PTA が役割を果たすことができれば、とても素晴らしい取り組みになると感じた。

全 体 会　能登の創造的復興と学びの環境

感想：全体の中で一番考えたのは、防災シミュレーションについてだった。
　現在各校で行われている避難訓練や引渡訓練の内容、子どもたちや保護者の姿
勢は、実際の災害時に正しく命を守ることができるものになっているのか。
　校内ではなく登下校中に災害が発生した場合、ひとりでいても状況に応じた判
断ができるのか。災害発生時に、引渡しを行うべきか、学校で預かるべきかの判
断基準の有無や、それが保護者に周知されているのか。
　命を守るためのシミュレーションに「考えすぎ」はないと思う。考えすぎるく
らいの想定をしてもなお足りない可能性があるのが実際の災害だと思うので、学
校だけでやりきれない部分はコミスクや地域の専門職の方から助言をもらうなど
しながら、より効果のある防災教育をしていけたらベストと感じた。

特別第2分科会　学校教育における防災の学び

役 員 紹 介

郡市名
東伯郡
西伯郡
米子市
西伯郡
鳥取市
米子市
鳥取市
鳥取市

学　校　名
北条小学校
中山小学校

福米西小学校
溝口小学校
湖山小学校
住吉小学校
美保小学校
逢坂小学校

学　校　名
若桜学園

三朝中学校

赤碕中学校

加茂中学校

郡市名
八頭郡

東伯郡

東伯郡

米子市

  広 報 紙 名
わかざくら

かじか

ふなのえ讃歌

しおさい

　将来の予測が困難な時代を生きる子どもたちに、保護者が
できることは何でしょう。大人が行動する姿を見せること・
ともに学ぶことではないか、と考えます。今の子どもたちに
は「変化に対応する柔軟性」が求められており、これは大人も

同様です。柔軟な考えを生み出すには、新しい出会
い・環境・情報が不可欠ではないでしょうか。
　鳥取県PTA協議会では、子どものさまざまな課題
に対して、意見や情報を交換し学ぶことのできる場づ
くりをしています。複雑に変化する子どもの環境を知
り、子どもの成長を見守り、家庭と学校・地域が信頼関
係を築きながら協働する活動を広げていけたらと思い
ます。

　横に広い鳥取県。地域ごとに異なる背景やニーズがあり、
学校の数だけPTAの多様性があります。各単位PTAごとに
答えがあり、その答えはひとつではなくカラフルです。県全
体のPTA交流は、そんなカラフルなアイデアや活動を吸収で
きること、子どもと一緒に親も成長できることが醍醐味。学
校最大の応援団として、子どもの笑顔を広げる地域・世代を
越えた連携にもつながります。
　今年度のスローガン、「つながろう・楽しもう・ともに成長
しよう！」の拠点として保護者のみなさま、先生方々と笑顔

あふれる活動ができるよう役員一同力を合わせて取
り組んでいく所存です。今後ともご協力のほど何卒

よろしくお願いいたします。

いつも子どもの笑顔とともに
～Power of Parents and Teachers～
つながろう・楽しもう・ともに成長しよう！

スローガン

国立大学法人上越教育大学大学院　教授
いじめ・生徒指導研究研修センター長 講　師：高橋　知己 氏

　「サステナブルな未来づくりのために」～創造と協働を　石川から～の大
会スローガンのもと全国各地から 5,000 人が集まり、開催された。被災地、
石川県だからできること、石川県で開催することの意義を大切に、大会を作
り上げてこられた大会実行委員の皆さんの想いの詰まった大会だった。学校
での子どもの学び方、家庭での保護者の子どもに対する接し方、人権に対す
る意識高揚、防災教育・地域連携、求められる PTA 活動など、どの分科会
も魅力あるものだった。また、8会場をインターネット回線で繋いだバーチャ
ル全体会では、学習環境の魅力化あってこその復興ということから、子ども
の創造的な学習環境構築の重要性を示唆された、大変参考になる内容だった。

日時：令和７年8月22日(金)～8月23日(土)
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